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２００２００９９年年１１１１月月５５日日

三菱ガス化学株式会社三菱ガス化学株式会社

２００９２００９年度年度
第２四半期第２四半期決算決算説明会説明会



2

本日の出席者本日の出席者

取締役社長取締役社長 酒井酒井 和夫和夫

塚本塚本 耕三耕三

宮宮内内 雄雄

倉井倉井 敏磨敏磨

財務経理センター長財務経理センター長

特殊機能材カンパニープレジデント特殊機能材カンパニープレジデント

機能化学品カンパニープレジデント機能化学品カンパニープレジデント

芳香族化学品カンパニープレジデント芳香族化学品カンパニープレジデント

杉田杉田 克彦克彦

天然ガス系化学品カンパニープレジデント天然ガス系化学品カンパニープレジデント 山崎山崎 慶重慶重
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本日の進行次第・配付資料本日の進行次第・配付資料

11．．20092009年度年度

第第22四半期四半期決算決算および業績予想および業績予想

22．質疑応答．質疑応答

進行次第進行次第 配付資料配付資料

・スライド・スライド コピーコピー

・参考資料・参考資料

・・ 20092009年度年度第第22四半期四半期決算短信決算短信

・・ ニュースニュース クリッピング集クリッピング集

・・ MGC CORPORATEMGC CORPORATE
DATA BOOK 2009DATA BOOK 2009

・・ アンケート用紙アンケート用紙
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連結連結 ２００２００９９年度年度 第２四半期実績第２四半期実績

▲▲ 77.177.1 %%（（▲▲ 8484））（（108)108)(25)(25)（持分法利益）（持分法利益）

▲▲ 170 170 

▲▲ 224 224 

▲▲ 225 225 

▲▲ 107 107 

▲▲ 884 884 

増増 減減

--188188▲▲ 3636税前利益税前利益

--9696▲▲ 1111営業利益営業利益

▲▲ 32.832.8 %%2,6922,6921,8081,808売上高売上高

--146146▲▲ 2424当期純利益当期純利益

--200200▲▲ 2626経常利益経常利益

増増 減減 率率20020088年度年度
第２四半期累計第２四半期累計

20020099年度年度
第２四半期累計第２四半期累計

販売数量は、メタノールやフラットパネルディス販売数量は、メタノールやフラットパネルディス

プレイ向けＰＣフィルムなど一部の製品を除き、プレイ向けＰＣフィルムなど一部の製品を除き、

全般に大きく減少。全般に大きく減少。

販売価格は、原材料価格の下落に伴い、汎販売価格は、原材料価格の下落に伴い、汎

用品を中心として大きく下落。用品を中心として大きく下落。

単体売上高は▲単体売上高は▲632632億円。億円。
（数量要因：▲（数量要因：▲216216億、価格要因：▲億、価格要因：▲416416億）億）

販売数量の大幅減少とマージン悪化などに販売数量の大幅減少とマージン悪化などに

より、営業赤字を計上。より、営業赤字を計上。

持分法利益も、海外メタノール会社を中心と持分法利益も、海外メタノール会社を中心と

して大幅減益。して大幅減益。

中間配当金は、期初予想比中間配当金は、期初予想比22円減の円減の44円。円。

【【単位：単位：億円億円】】

▲▲4.04.0円円//株株

▲▲36.936.9円円//株株

--

--

0.130.13

--31.531.5円円//株株▲▲ 5.45.4円円//株株
11株当たり株当たり

中間純利益中間純利益

--4.8%4.8%--ROEROE

--3.3%3.3%--ROAROA**

25.5%25.5%0.510.510.640.64D/ED/Eレシオレシオ

▲▲ 50.050.0 %%8.08.0円円//株株4.04.0円円//株株中間配当金中間配当金

* * 経常利益ベース経常利益ベース

※※ 本頁以下に記載されている数値は、単位未満本頁以下に記載されている数値は、単位未満
四捨五入で表記しております。四捨五入で表記しております。
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【【単位：単位：億円億円】】

2009年度2008年度

（参考）（参考）

11▲▲ 001133▲▲ 44消去または全社消去または全社

1010▲▲ 2121▲▲ 1111▲▲ 1212779696営営 業業 利利 益益

9559558538531,8081,8081,7841,7842,6922,692売売 上上 高高

２Ｑ１Ｑ上期下期上期

2020

11

1616

2424

▲▲ 2626

▲▲ 77

▲▲ 2121

22

146146

312312

221221

295295

55

11

1212

99

▲▲ 88

▲▲ 3535

▲▲ 1717

22

150150

242242

220220

256256

222233その他その他

持持 分分 法法 利利 益益

555566その他その他

2255

2828

3333

▲▲ 3333

▲▲ 4242

▲▲ 3939

296296

554554

441441

551551

3939

▲▲ 1919

3333

▲▲ 8989

▲▲ 5757

▲▲ 4040

224224

539539

428428

629629

108108

3131機能化学品機能化学品

793793芳香族化学品芳香族化学品

880880天然ガス系化学品天然ガス系化学品

▲▲ 6969消去または全社消去または全社

357357特殊機能材特殊機能材

726726機能化学品機能化学品

99天然ガス系化学品天然ガス系化学品

4242特殊機能材特殊機能材

1515芳香族化学品芳香族化学品

セグメント別セグメント別 連結連結 ２００２００９９年度年度 第２四半期実績第２四半期実績
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連結連結 20092009年度年度 第第22四半期四半期 営業外損益・特別損益営業外損益・特別損益

22--22特別利益特別利益

22--22固定資産売却収入固定資産売却収入

▲▲ 33--▲▲ 33事業撤退損事業撤退損

▲▲ 22▲▲ 11▲▲ 33金融収支金融収支

▲▲ 84841081082525持分法投資損益持分法投資損益

▲▲ 1111▲▲ 1010▲▲ 2121その他その他

▲▲ 222266▲▲ 1616為替差損益為替差損益

▲▲ 118118103103▲▲ 1515営業外損益営業外損益

1111▲▲ 1111--貸倒引当金繰入額貸倒引当金繰入額

持分変動損失持分変動損失

貸倒損失貸倒損失

減損損失減損損失

特別損失特別損失

▲▲ 44--▲▲ 44

▲▲ 11▲▲ 1111▲▲ 1212

00▲▲ 00--

▲▲ 55--▲▲ 55

増減増減
20020088年度年度

第第22四半期累計四半期累計

20020099年度年度
第第22四半期累計四半期累計

【【単位：単位：億円億円】】

（注）本表の増減は対損益増減を示しております。
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連結連結 ２００２００９９年度年度 第第22四半期四半期 貸借対照表貸借対照表

101403504買掛債務買掛債務

28282,5852,5852,6132,613負債負債

60605,3065,3065,3665,366負債・資本合計負債・資本合計

117284少数株主持分少数株主持分

増加理由：株価上昇、円安による為替換算影響など81▲ 268▲ 187評価・換算差額等評価・換算差額等

▲ 612,9172,856株主資本株主資本

32322,7212,7212,7532,753純資産純資産

▲ 27436409その他その他

▲ 461,7461,700有利子負債有利子負債

60605,3065,3065,3665,366資産合計資産合計

6242248その他の資産その他の資産

増加理由：株価上昇、円安による為替換算影響など811,2151,296投資有価証券投資有価証券

61,6951,701有形・無形固定資産有形・無形固定資産

92923,1533,1533,2453,245固定資産固定資産

▲ 164523359その他その他

▲ 28653625棚卸資産棚卸資産

185745931売掛債権売掛債権

▲ 26232206現預金現預金

▲▲ 32322,152,15332,1212,121流動資産流動資産

メメ モモ増減増減20092009年年33月末月末20092009年年99月末月末

【【単位：単位：億円億円】】

自己資本比率 2009年9月末 49.7％
2009年3月末 49.9％

設備投資：141億円、為替換算影響：9億円
減価償却：△137億円、除却等：△7億円
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連結連結 ２００２００９９年度年度 第第22四半期四半期 キャッシュフロー計算書キャッシュフロー計算書

▲▲ 121121▲▲ 33▲▲ 124124現金及び現金同等物の増減現金及び現金同等物の増減

22▲▲ 4040▲▲ 3838配当金支払配当金支払

66▲▲ 6600現金及び現金同等物に係る換算差額現金及び現金同等物に係る換算差額

22135135137137減価償却費減価償却費

▲▲ 225568684343持分法適用会社からの配当金受取額持分法適用会社からの配当金受取額

▲▲ 565666▲▲ 4949運転資金等運転資金等

8484▲▲ 110808▲▲ 2525持分法投資損益持分法投資損益

▲▲ 224224188188▲▲ 3636税前利益税前利益

5353▲▲ 210210▲▲ 157157投資キャッシュフロー投資キャッシュフロー （（bb））

109109▲▲ 58585151法人税等支払額法人税等支払額

▲▲ 110110231231121121営業キャッシュフロー営業キャッシュフロー （（aa））

771188連結追加・合併による増加額連結追加・合併による増加額

現金及び現金同等物の期末残高現金及び現金同等物の期末残高

借入金・社債増減借入金・社債増減

財務キャッシュフロー財務キャッシュフロー

投融資資金等投融資資金等

設備資金設備資金

▲▲ 73732233▲▲ 5050

44▲▲ 1111▲▲ 77

4949▲▲ 199199▲▲ 150150

4444373711415415

▲▲ 7171▲▲ 1717▲▲ 8888

増増 減減20082008年度年度
第第22四半期累計期間四半期累計期間

20092009年度年度
第第22四半期累計期間四半期累計期間

【【単位：単位：億円億円】】
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天天 然然 ガガ スス 系系 化化 学学 品品

20092009年度年度 上期（上期（実績実績）） 20020099年度年度 下期（下期（予想予想））

ﾒﾀﾉｰﾙﾒﾀﾉｰﾙ･･ｱﾝﾓﾆｱｱﾝﾓﾆｱ系化学品系化学品

天然天然ｶﾞｽｶﾞｽ・・ｴﾈﾙｷﾞｰｴﾈﾙｷﾞｰ販売販売

原油価格の上昇で若干の改善を想定原油価格の上昇で若干の改善を想定。。原油原油価格価格が前年同期の半値以下となり大幅減益が前年同期の半値以下となり大幅減益。。

酵素・補酵素類酵素・補酵素類

ﾒﾀﾉｰﾙﾒﾀﾉｰﾙ

需要は徐々に回復を続けるが、黒字化には至らない想定。需要は徐々に回復を続けるが、黒字化には至らない想定。需要低迷による販売数量の減少に加え、アンモニア装需要低迷による販売数量の減少に加え、アンモニア装
置の長期停止の影響もあり、前年同期を大きく下回る。置の長期停止の影響もあり、前年同期を大きく下回る。

上期と同様の基調が続く見込み。上期と同様の基調が続く見込み。

平均市況が上期実績を平均市況が上期実績を5050ドル程度上回り、増収ドル程度上回り、増収のの見込み見込み。。

持分法利益も上期を持分法利益も上期を上回る想定上回る想定。。

コエンザイムコエンザイムQQ１０は、１０は、輸出減少を国内輸出減少を国内販売数量販売数量のの増増

加加で補うも、引き続き低調に推移で補うも、引き続き低調に推移

新規プラント稼動に備えたプレマーケティングで販売数新規プラント稼動に備えたプレマーケティングで販売数
量増加も、平均市況（量増加も、平均市況（20092009年年11～～66月）が前年同期の月）が前年同期の470470
ドルからドルから170170ドルに下落し、大幅減収。ドルに下落し、大幅減収。

持分法利益持分法利益も大幅減も大幅減益。益。

▲▲ 2922923636▲▲ 3293291,2161,2166656655515511,5091,509629629880880売売 上上 高高

▲▲ 14143737▲▲ 5050▲▲ 6262▲▲ 2121▲▲ 4242▲▲ 4949▲▲ 575799営業利益営業利益

通通 期期

（予想）（予想）

下下 期期

（予想）（予想）

上上 期期

（実績）（実績）

２００９年度（実績・予想）２００９年度（実績・予想）

通通 期期下下 期期上上 期期通通 期期下下 期期上上 期期

増増 減減２００８年度（実績）２００８年度（実績）

【【単位：単位：億円億円】】
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天然ガス系化学品天然ガス系化学品 メタノール価格の推移メタノール価格の推移
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（２０（２０１０１０年の展望）年の展望）

需給動向：需要面は、需給動向：需要面は、化学品用途需要の回復に加え、中国の燃料用途需要の伸長もあり、世界全体で増加。化学品用途需要の回復に加え、中国の燃料用途需要の伸長もあり、世界全体で増加。

供給面は、供給面は、ブルネイとベネズエラ（各ブルネイとベネズエラ（各8585万トン）、オマーン万トン）、オマーン（（110000万トン万トン）、エジプト（）、エジプト（130130万トン）の新規プラント万トン）の新規プラント

稼動があるも、需要増により概ね吸収される見込みであり、今後も中国の石炭原料プラントが、市況の上下稼動があるも、需要増により概ね吸収される見込みであり、今後も中国の石炭原料プラントが、市況の上下

に応じて再稼動と停止を繰り返すと想定。に応じて再稼動と停止を繰り返すと想定。

⇒⇒ 価格動向：価格動向：引き続き中国の石炭原料プラントが調整弁となり、現行の原油価格水準を前提として、引き続き中国の石炭原料プラントが調整弁となり、現行の原油価格水準を前提として、

市況は市況は250250～～300300ドルの範囲で変動すると想定。ドルの範囲で変動すると想定。
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天然ガス系化学品天然ガス系化学品 設備投資･製品開発動向設備投資･製品開発動向

用途用途>>

SPGSPG：： ポリマー原料、ポリマー原料、

酸化防止剤など酸化防止剤など

DOGDOG：： UVUV硬化樹脂など硬化樹脂など

◇◇ 水島工場水島工場 1,5001,500ｔｔ//ｙｙ （併産ﾌﾟﾗﾝﾄ）（併産ﾌﾟﾗﾝﾄ） 20092009年年77月月 商業運転商業運転開始開始

⇒⇒ ＳＰＧＳＰＧを原料とするを原料とするＳＰＧ－ＰＥＴ「ＳＰＧ－ＰＥＴ「ALTESTERALTESTER®®」」は、食品・電は、食品・電

子部品の包装材料として市場開発を推進中子部品の包装材料として市場開発を推進中

⇒⇒ 20102010年には年にはＳＰＧ－ＰＥＴＳＰＧ－ＰＥＴプラントを建設予定プラントを建設予定

⇒⇒ 市場の反応を踏まえ、将来の大型設備建設を検討市場の反応を踏まえ、将来の大型設備建設を検討

スピログリコール（スピログリコール（SPGSPG））

ＳＰＧＳＰＧ--ＰＥＴＰＥＴ

「ＡＬＴＥＳＴＥＲ「ＡＬＴＥＳＴＥＲ®®」」

用途用途>  >  医薬品中間体医薬品中間体◇◇ 新潟工場新潟工場 20092009年年44月月 完工完工特殊アミノ酸特殊アミノ酸

◇◇ ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ 8585万ｔ万ｔ//ｙｙ 建設中建設中 （（20102010年年22QQ稼動稼動予定予定））

ﾌﾞﾙﾈｲﾌﾞﾙﾈｲ 8585万ｔ万ｔ//ｙｙ 建設中建設中 （（20102010年年2Q2Q稼動稼動予定予定））

◇◇ 重慶重慶 計画中止計画中止

メタノールメタノール

用途用途>> 健康食品素材健康食品素材

（ブレインフード）（ブレインフード）

◇◇ 米国米国で販売開始で販売開始

⇒⇒ 市場の反応を踏まえ、将来の大型設備建設を検討市場の反応を踏まえ、将来の大型設備建設を検討
ピロロキノリンキノン（ピロロキノリンキノン（PQQPQQ））

備考備考動向動向件名件名
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芳芳 香香 族族 化化 学学 品品

需要の本格回復を見込み、需要の本格回復を見込み、改善を改善を想定想定。。需要低迷に加え、ユーザーの在庫調整が予想以上に需要低迷に加え、ユーザーの在庫調整が予想以上に
長引き、大幅悪化。長引き、大幅悪化。

メタキシレンジアミン、ＭＸナイロンメタキシレンジアミン、ＭＸナイロン

需要回復による販売数量増加で、上期を上回る見込需要回復による販売数量増加で、上期を上回る見込
み。み。

ユーザーの在庫調整などの影響を受け、芳香族アルユーザーの在庫調整などの影響を受け、芳香族アル
デヒドなどの販売数量が減少し、減収減益デヒドなどの販売数量が減少し、減収減益。。

その他特殊芳香族製品その他特殊芳香族製品

厳しい競争環境が継続し、収益悪化の見通し厳しい競争環境が継続し、収益悪化の見通し。。前期から続く厳しい競争環境によるマージン悪化に加前期から続く厳しい競争環境によるマージン悪化に加
え、需要低迷による販売数量の減少もあり、大幅減収減え、需要低迷による販売数量の減少もあり、大幅減収減
益。益。

高純度イソフタル酸高純度イソフタル酸

20092009年度年度 上期（上期（実績実績）） 20020099年度年度 下期（下期（予想予想））

26267575▲▲ 4949▲▲ 4848▲▲ 1414▲▲ 3333▲▲ 7474▲▲ 89891515営業利益営業利益

▲▲ 2792797272▲▲ 3513519419415005004414411,2211,221428428793793売売 上上 高高

通通 期期

（予想）（予想）

下下 期期

（予想）（予想）

上上 期期

（実績）（実績）

２００９年度（実績・予想）２００９年度（実績・予想）

通通 期期下下 期期上上 期期通通 期期下下 期期上上 期期

増増 減減２００８年度（実績）２００８年度（実績）

【【単位：単位：億円億円】】
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芳香族化学品芳香族化学品 設備投資･製品開発動向設備投資･製品開発動向

用途用途>  >  液晶ポリマー原料液晶ポリマー原料

◇◇ 水島工場水島工場 990000ｔｔ//ｙｙ 建設中建設中 （（20102010年年33月月 稼動予定）稼動予定）

⇒⇒ ナフタレンジカルボン酸ジメチルエステルナフタレンジカルボン酸ジメチルエステル

（ＮＤＣＭ）事業の拡大を推進（ＮＤＣＭ）事業の拡大を推進

高純度ナフタレンジカルボン酸高純度ナフタレンジカルボン酸

（ＰＮＡ）（ＰＮＡ）

用途：用途： 透明電極基板透明電極基板

（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾃﾞｲｽﾌﾟﾚｲ、光ｾﾝｻｰ、太陽電池等）（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾃﾞｲｽﾌﾟﾚｲ、光ｾﾝｻｰ、太陽電池等）

特徴：特徴： 高耐熱性、無色透明高耐熱性、無色透明

◇◇ フレキシブルディスプレイフレキシブルディスプレイ、フレキシブル薄膜、フレキシブル薄膜太陽電太陽電

池向け池向けにに評価作業が進捗評価作業が進捗

⇒⇒ 20122012年度の年度の本格商業化本格商業化（月産（月産1010万㎡）を目指し万㎡）を目指し

市場開発を推進市場開発を推進

高耐熱性無色透明高耐熱性無色透明

ポリイミドフィルムポリイミドフィルム

「ネオプリム「ネオプリム®® 」」

◇◇ 水島工場水島工場 77万ｔ万ｔ//ｙｙ 20092009年年1100月月完工完工

⇒⇒ メタキシレン誘導品の需要動向を勘案し、メタキシレン誘導品の需要動向を勘案し、

20102010年稼動予定年稼動予定

メタキシレンメタキシレン

用途：用途： 食品包装、工業材料包装ほか食品包装、工業材料包装ほか

特徴：特徴： ｶﾞｽﾊﾞﾘﾔｰ性を備えた接着剤ｶﾞｽﾊﾞﾘﾔｰ性を備えた接着剤

◇◇ 食品包装フィルム用接着剤、酸素バリヤ性塗料、食品包装フィルム用接着剤、酸素バリヤ性塗料、

包装包装材料材料用特殊コーテ用特殊コーティィング剤としてング剤として実需化実需化

⇒⇒ 20122012年度の本格商業化（年産年度の本格商業化（年産22千トン）を目指す千トン）を目指す

ガスバリヤ性接着剤ガスバリヤ性接着剤

「マクシーブ「マクシーブ®® 」」

用途：用途： 制振材料、防音材料制振材料、防音材料

特徴：特徴： 振動ｴﾈﾙｷﾞｰを効率よく吸収する振動ｴﾈﾙｷﾞｰを効率よく吸収する

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系材料ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系材料

◇◇ 市場開発を推進中市場開発を推進中

⇒⇒ グレードの多様化により早期事業化を目指すグレードの多様化により早期事業化を目指す

新規制振材料新規制振材料

「ネオフェード「ネオフェード®® 」」

備考備考動向動向件名件名
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機機 能能 化化 学学 品品

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ

電子工業用薬品電子工業用薬品

工業用無機薬品工業用無機薬品

PCPC、、PPOMOMとも需要の回復により上期を上回る見通し。とも需要の回復により上期を上回る見通し。
PCPCシート・フィルムは、シート・フィルムは、フラットパネルデイスプレイ向けフィフラットパネルデイスプレイ向けフィ

ルムのルムの販売数量販売数量は増加を見込むが、販売価格の低下を想は増加を見込むが、販売価格の低下を想
定。定。

上期と同様の基調で推移する見込み上期と同様の基調で推移する見込み。。

過酸化水素過酸化水素などの販売数量増加による改善などの販売数量増加による改善をを想定想定。。

PCPCととPOMPOMは、自動車向けを始めとする需要の不振で減収は、自動車向けを始めとする需要の不振で減収
減益。減益。

PCPCシート・フィルムは、シート・フィルムは、フラットパネルデイスプレイ向けフィルフラットパネルデイスプレイ向けフィル
ム需要が好調で大幅増益ム需要が好調で大幅増益。。

半導体・液晶向けともに回復基調に入るも、前年同期の水準半導体・液晶向けともに回復基調に入るも、前年同期の水準
には戻らず、海外子会社を含め、には戻らず、海外子会社を含め、減収減益減収減益。。

過酸化水素は、過酸化水素は、紙パルプ向けなどの需要低迷により販売数紙パルプ向けなどの需要低迷により販売数
量減少も、販売価格是正効果により、損益は前年同期並み。量減少も、販売価格是正効果により、損益は前年同期並み。

20020099年度年度 上期（上期（実績実績）） 20092009年度年度 下期（下期（予想予想））

11▲▲ 1122656532323333646433333131営業利益営業利益

▲▲ 6464108108▲▲ 1721721,2011,2016476475545541,2641,264539539726726売売 上上 高高

通通 期期

（予想）（予想）

下下 期期

（予想）（予想）

上上 期期

（実績）（実績）

２００９年度（実績・予想）２００９年度（実績・予想）

通通 期期下下 期期上上 期期通通 期期下下 期期上上 期期

増増 減減２００８年度（実績）２００８年度（実績）

【【単位：単位：億円億円】】
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機能化学品機能化学品 設備投資･製品開発動向設備投資･製品開発動向

◇◇ フラットパネルディスプレイ向けフィルムの能力増強を検討フラットパネルディスプレイ向けフィルムの能力増強を検討
ポリカーボネートポリカーボネート

フィルムフィルム

◇◇ 鹿島工場鹿島工場 特殊ポリカーボネー特殊ポリカーボネー トト 400400ｔｔ//ｙｙ 建設中建設中 （（20102010年２Ｑ稼動予定）年２Ｑ稼動予定）

⇒⇒ 光学レンズ・フィルム用途光学レンズ・フィルム用途へ展開へ展開
特殊ポリカーボネート特殊ポリカーボネート

◇◇ 四日市工場四日市工場 超純過酸化水素超純過酸化水素 11万万22千ｔ千ｔ//ｙｙ 99月完工月完工 （（20102010年１年１QQ稼動予定）稼動予定）

⇒⇒ 山北工場、佐賀製造所に次ぐ国内３拠点体制を構築山北工場、佐賀製造所に次ぐ国内３拠点体制を構築

◇◇ シンガポールシンガポール 化学研磨液化学研磨液 11千千t/yt/y 建設中建設中 （（20201010年年１Ｈ１Ｈ稼動稼動予定予定））

⇒⇒ 東南アジアにおけるプリント配線板向け需要増大に対応東南アジアにおけるプリント配線板向け需要増大に対応

◇◇ 米国米国 超純アンモニア水超純アンモニア水 33千千t/yt/y 建設中建設中 （（20102010年稼動予定）年稼動予定）

⇒⇒ 米国における半導体向け需要増大に対応米国における半導体向け需要増大に対応

電子工業用薬品電子工業用薬品

◇◇ 中国中国 上海上海 1010万ｔ万ｔ//ｙｙ 建設決定建設決定 （（20122012年年44月稼動予定月稼動予定））

⇒⇒ 素材生産、コンパウンド、テクニカルサービスの一貫拠点を構築素材生産、コンパウンド、テクニカルサービスの一貫拠点を構築
ポリカーボネートポリカーボネート

◇◇ 海外海外拠点での増産を検討拠点での増産を検討ポリアセタールポリアセタール

◇◇ 中国中国 江蘇省江蘇省 張家港張家港 33万万t/yt/y 99月完工月完工 （（20092009年年1212月稼動予定）月稼動予定）過酸化水素過酸化水素

動向動向件名件名
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特特 殊殊 機機 能能 材材

脱酸素剤脱酸素剤

電子材料電子材料

上期上期を上回る水準で堅調に推移する見通しを上回る水準で堅調に推移する見通し。。

BTBT材料材料は、は、年末から不需要期に入り、販売はやや軟年末から不需要期に入り、販売はやや軟

化すると想定。化すると想定。高性能エポキシ材料高性能エポキシ材料ととLELEシートシートは上期並は上期並

みの水準でみの水準で推移する推移する見通し見通し。。

日本サーキット工業は日本サーキット工業は、高付加価値品の、高付加価値品の販売数量増販売数量増

加加でで改善を改善を見込む見込む。。

BTBT材料材料は、半導体パッケージ向け需要が回復するも、は、半導体パッケージ向け需要が回復するも、

前年同期を下回る水準に止まり、減収減益前年同期を下回る水準に止まり、減収減益。。高性能エポ高性能エポ

キシ材料とキシ材料とLELEシートも、販売数量減少により減収減益。シートも、販売数量減少により減収減益。

日本サーキット工業は、減収となるも、固定費削減によ日本サーキット工業は、減収となるも、固定費削減によ

り損益は前年同期比で改善。り損益は前年同期比で改善。

国国内食品分野の競争内食品分野の競争が激しく、前年同期をやや下回るが激しく、前年同期をやや下回る。。

20020099年度年度 上期（上期（実績実績）） 20092009年度年度 下期（下期（予想予想））

29294444▲▲ 14145252252528282323▲▲ 19194242営業利益営業利益

24248585▲▲ 6611605605309309296296581581224224357357売売 上上 高高

通通 期期

（予想）（予想）

下下 期期

（予想）（予想）

上上 期期

（実績）（実績）

２００９年度（実績・予想）２００９年度（実績・予想）

通通 期期下下 期期上上 期期通通 期期下下 期期上上 期期

増増 減減２００８年度（実績）２００８年度（実績）

【【単位：単位：億円億円】】
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特殊機能材特殊機能材 電子材料売上高、世界半導体市場規模の推移電子材料売上高、世界半導体市場規模の推移
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電子材料売上高

世界半導体市場規模 （出典：世界半導体市場統計 2009年6月）

•’00年の電子材料売上高、世界半導体市場規模
を100とした指数

（予想）（予想）

121.7

90.9

95.3125.1121.2111.3104.281.468.968.0100.0世界半導体市場規模

96.5135.4120.9114.390.678.960.256.4100.0電子材料売上高
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セグメント別セグメント別 連結連結 20092009年度年度 通期予想通期予想
【【単位：単位：億円億円】】

（参考）（参考）

11▲▲ 4455▲▲ 00▲▲ 1111▲▲ 1133▲▲ 44消去または全社消去または全社

4141148148▲▲ 10710710102121▲▲ 1111▲▲ 3311▲▲ 1212779696営営 業業 利利 益益

▲▲ 576576308308▲▲ 8848843,9003,9002,0922,0921,8081,8084,4764,4761,7841,7842,6922,692売売 上上 高高

通期下期上期
通期

（予想）

下期

（予想）

上期

（実績）
通期下期上期

7070

33

5252

6565

▲▲ 4848

▲▲ 6262

▲▲ 7373

1111

605605

1,2011,201

941941

1,2161,216

4545

11

2525

3232

▲▲ 1414

▲▲ 2121

▲▲ 3434

66

309309

647647

500500

665665

▲▲ 8484

▲▲ 11

▲▲ 1414

22

▲▲ 4949

▲▲ 5050

3030

▲▲ 22

▲▲ 6161

▲▲ 172172

▲▲ 351351

▲▲ 329329

増 減2009年度（実績・予想）2008年度（実績）

▲▲ 7777

▲▲ 33

2929

11

2626

▲▲ 1414

3636

▲▲ 11

2424

▲▲ 6464

▲▲ 279279

▲▲ 292292

▲▲ 2222662233その他その他

持持 分分 法法 利利 益益

115511115566その他その他

2525

2828

3333

▲▲ 3333

▲▲ 4141

▲▲ 3939

296296

554554

441441

551551

3939

▲▲ 1919

3333

▲▲ 8989

▲▲ 5757

▲▲ 4040

224224

539539

428428

629629

66147147108108

▲▲ 1164643131機能化学品機能化学品

72721,2211,221793793芳香族化学品芳香族化学品

36361,5091,509880880天然ガス系化学品天然ガス系化学品

66▲▲ 109109▲▲ 6969消去または全社消去または全社

8585581581357357特殊機能材特殊機能材

1081081,2641,264726726機能化学品機能化学品

3737▲▲ 494999天然ガス系化学品天然ガス系化学品

444423234242特殊機能材特殊機能材

7575▲▲ 74741515芳香族化学品芳香族化学品
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連結連結 ２００２００９９年度年度 通期通期予想予想

為替前提為替前提 9090¥¥/US$/US$。。

需要は全体として回復基調を辿るものの、需要は全体として回復基調を辿るものの、

緩慢なペースに止まる。緩慢なペースに止まる。

営業損益は黒字転換するも低水準。営業損益は黒字転換するも低水準。

持分法利益は、下期に海外メタノール会社持分法利益は、下期に海外メタノール会社

を中心として改善を見込む。を中心として改善を見込む。

配当金は配当金は、中間・期末とも、中間・期末とも44円円。。

【【単位：単位：億円億円】】

* * 経常利益ベース経常利益ベース

▲▲ 52.452.4%%((▲▲ 7777 ))（（147)147)(70)(70)（持分法利益）（持分法利益）

▲▲ 6060

▲▲ 4848

▲▲ 5050

4141

▲▲ 576576

増増 減減

--535355税前利益税前利益

--▲▲ 31311010営業利益営業利益

▲▲ 12.912.9%%4,4764,4763,9003,900売上高売上高

--77001010当期純利益当期純利益

--70702020経常利益経常利益

増増 減減 率率
20020088年度年度

（実績）（実績）

20020099年度年度

（予想）（予想）

▲▲ 8.08.0 円円//株株

▲▲11.111.1円円//株株

▲▲ 2.12.1 %%

▲▲ 0.80.8%%

▲▲ 0.020.02

▲▲ 72.572.5%%15.315.3円円//株株2.22.2円円//株株
11株当たり株当たり

当期純利益当期純利益

▲▲ 84.084.0%%2.52.5%%0.4%0.4%ROEROE

▲▲ 66.766.7%%1.21.2%%0.4%0.4%ROAROA**

▲▲ 3.03.0%%0.660.660.640.64D/ED/Eレシオレシオ

▲▲ 50.050.0%%16.016.0円円//株株8.08.0円円//株株年間配当金年間配当金
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配当の状況配当の状況

18.418.4 ％％104.6104.6％％362.0362.0％％合合 計計配当性向（連結）配当性向（連結）

8787円円0101銭銭1515円円3030銭銭22円円2211銭銭期期 末末11株当り当期純利益株当り当期純利益

7474億円億円7373億円億円3636億円億円合合 計計

3737億円億円3636億円億円1818億円億円期期 末末配当金総額配当金総額

3737億円億円3737億円億円1818億円億円第第22四半期末四半期末

16.016.0 円円16.016.0 円円8.08.0円円合合 計計

8.08.0 円円8.08.0 円円4.04.0円円期期 末末11株当り配当金株当り配当金

8.08.0 円円8.08.0 円円4.04.0円円第第22四半期末四半期末

20072007年度年度

（実績）（実績）

20082008年度年度

（実績）（実績）

20092009年度年度

（実績・予想）（実績・予想）
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お問い合わせ先お問い合わせ先

三菱ガス化学株式会社

広報ＩＲ部（大久保、西村）

ＴＥＬ ０３－３２８３－５０４１

ＦＡＸ ０３－３２８７－０８３３

http://www.mgc.co.jp/

＜見通しに関する注意事項＞＜見通しに関する注意事項＞

当資料に記載されている内容は、いくつかの前提に基づいたものであり、将来の計画数値や施策当資料に記載されている内容は、いくつかの前提に基づいたものであり、将来の計画数値や施策
の実現を確約したり保証したりするものではありません。の実現を確約したり保証したりするものではありません。


